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立川　　金剛界マンダラの観想法

金剛界 マ ンダラの観想法

立 川 武 蔵*

1.金 剛界マンダラ の構成

マンダラの初期的形態が現れるのは,4,5世 紀頃と推定されている。それは祭壇

にわずかな数の尊像を配置した ような簡単な構造のものであったろう。仏教タソトリ

ズムが確立するのは,7世 紀頃に編纂されたと思われる 『大日経』によってである。

この経典には2,3メ ー トル四方のマンダラが地面の上にさまざまな色の粉によって

描かれるべきだと述べられている。この経典に基いて描かれるマンダラが胎蔵(あ る
たいしょう

いは胎 生)マンダラ であ り,こ れは日本のタン トリズム(密 教)の 歴史の中で,金

剛界マンダラと並んでもっとも重要なもの と考えられてきた。『大日経』の述べるマ

ンダラには約120の 神々が登場 してお り,マ ンダラが2,3世 紀間の内にかな り複雑

なものに発展したことを窺 うことができる。因みに,空 海が中国から将来 した胎蔵マ

ンダラは400以 上の神々を含んでいるが,こ れは中国において 『大日経』の解釈が発

展 した結果である。 しか し,インド において 『大日経』が仏教タントリズム の中で果

たした役割はそれほど大きなものではなかった。 というのは,7,8世 紀以後は,7
こんこうちょう

世紀から8世 紀にかけて編纂されたと推定される 『金剛 頂経』に基 く金剛界マンダラ

が仏教タントリズム の基本的マンダラ となったからである。

空海が将来し,日 本の仏教タントリズムの中でよく知られてきた金剛界マンダラ は,

9つ のマンダラ が井桁状に並んだものであるが,イ ンド,ネ パールおよびチベ ットで

「金剛界マンダラ」の名で知 られてきたものは井桁状に並んだ9つ のマンダラの中央

のものであ り,こ の部分は日本では 「成身会」 と呼ぼれてきた。この稿では 「金剛界

マンダラ」 とい う名称のよってインド,ネ パールの伝統の金剛界マンダラ を指 し示す

ことにしたい。

図1は 金剛界マンダラ の構成を示している。

マンダラは常に中核となる尊格,つ まり中尊を有する。マンダラ の中尊はほとんどの

場合1人 であるが,時 には1つ のマンダラ の中に複数のマンダラ が含まれるので,か

の大きなマンダラの中核は複数の尊格となる場合もある。金剛界マンダラ の中尊はヴ
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図1　 金剛界マ ンダラ構成図
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アイ ロー チ ャナ(毘 盧 遮 那)如 来(図1,1)で あ る,そ の 中 尊 の 四方 に四 仏 が い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あしゅく
この場 合 の 四仏 とは,東 方(マンダラ で は下)の 阿閾 如 来(図1,2),南 方(マ ンダ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほうしょう
ラで は向 か って左)の 宝 生如来(図1,3),西 方(上)の 阿弥 陀如 来(図1,4)お

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ くうじょうじゅ

よび北方(向 かって右)の 不空 成 就如来(図1,5)を い う。 これ らの四仏と中尊

を合わせて五仏 とい うが,こ の五仏が金剛界マンダラの主要な尊格である。金剛界マ

ンダラはこの五仏を中心 として菩薩,供 養女尊,門 衛たちが立ち並ぶマンダラ であ

る。

　実際の観想法においてはまず,四 仏それぞれの周囲にあたる場所に4人 ずつの菩

薩,つ まり16人の菩薩(十 六大菩薩)が 「登場する。」「登場する」とは,マンダラ を

観想あるいは瞑想する行者が自らの精神集中(三 昧)に よって精神的に生み出すこと

を意味する。これらの16人 の菩薩は如来(仏)た ちの特性を示 している。

　図1で は中尊ヴィアローチャナと四仏との間に四人の尊格(図1,6～9)が 位置

しているのが見受けられる。 これ らは女尊であるが,彼 女らは四仏の力(シ ャクティ)

と考えられている。「シャクティ」とい う語は妃の意味にも用いられるようにな り,

四仏の力(エ ネルギー)は 神格化されて 「四仏の妃」(四 妃)と 呼ばれてきた。また

伝統的には この四妃 は 「四波羅蜜 」 と呼びな らわ され てきた。 「波羅 蜜」 とは
パ 　 ラ ミタ 　

paramita(最 高の状態,完 成)を意味 し,智 恵の完成つま り悟 りの智恵を指 している。

仏教タン トリズムの伝統では,智 恵を女性 として表象したのである。

　金剛界マンダラでは四妃の他に8人 の供養女尊(如 来の活動や如来への供物の神格

化)が 登場する。彼女らは 「内の四供養女」(図1,26～29)と 「外の四供養女」(図

1,30～33)に 二分される。前者のグループは仏たちの活動の人格化であ り,後 者の

グループは菩薩たちが如来たちに捧げる供物の神格化である。

　マンダラ は通常,4つ の門を有する宮殿の中に並ぶ仏たちを描いたものであるが,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ししエう

その四門にはそれぞれ門衛が立 っている(図1,34～37)。 これらの門衛は「四摂菩薩」

と呼びならわされてきた。

　以上,五 仏,十 六大菩薩,四 妃,八 供養女,四 門衛 すなわち37の尊格によって金

剛界マンダラ は成立するのである。

2.『 金剛頂経』 と金剛界マンダラ

すでに述べたように,金 剛界マンダラ はr金 剛頂経』に述べられているところに従

って描かれたマンダラ である。金剛界マンダラ には数多 くのヴァリエーションが存在
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するのであるが,『 金剛頂経』は実際に二十数種の金剛界マンダラを説明している。

現在残っているかたちの 『金剛頂経』はその二十数種の金剛界マンダラ の観想法,描

き方,儀 礼の規則等の コレクションということができる。チベットのギャンツェに残

るペンコルチューデ の仏塔の5階 の壁面にはr金 剛頂経』に説明される金剛界マソダ

ラのほとんどが描かれている。このように1つ の寺院の内にこれほど多くの金剛界マ

ンダラのヴァリエーションが描かれている例は他には見られない。この意味でペンコ

ルチューデの仏塔の壁面は金剛界マンダラ,ひ いてはマンダラー般の解明にとって重

要な資料となろう。

　本稿が扱 うマンダラは,そ れらの数多くの金剛界マンダラ の内の第一番目のもの,

すなわち 「金剛界大マンダラ」である。堀内寛仁氏による校訂本では 「第一章金剛界

大曼茶羅」に相当するのであるが,本 稿ではその第一章の内の前半の部分,す なわち

「金剛界マンダラの諸尊の出生」の部分にあたる §.190ま でを特に扱 うことにした

い。

　上記のテキス ト部分の概容を堀内校訂本のテキス ト番号 と共に挙げるならぽ次頁の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こうざんぜ

表1の よ うで あ る。 因み に 『金 剛頂 経 』 は,第 一 「金 剛 界 品」,第 二 「降 三 世 品」,第
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いっさいぎ　 　 へんちょうふく

三 「遍 調伏品」および第四 「一切義成就品」の四品(編)に 分かれてお り,第 一 「金

剛界品」の内の第1章 が 「金剛界大マンダラ」の説明である。

3.三 段階 に よる瞑想

表1に 示された内容は序を別にすれば,3つ の部分に分かれる。堀内校訂本におい

てそれらの三者それぞれは次のように呼ぼれている。
　 　 　 　 　 ゆ　が　　　さん ま　じ

　 1.第 一 喩 伽 の 三摩 地(サ マ ー デ ィ,三 昧)
　 　 　 さいしょう

　 2.最 勝マンダラ王の三摩地

3.最勝羯磨 の三摩地

　これらはつぎのように言い換えることができよう。

　 1'.第 一ヨーガと名づけられた瞑想

　 2'.も っとも勝れたマンダラの王と名づけられた瞑想

　 3'.も っとも勝れた行為の王と名づけられた瞑想

　堀内本に見られる上記の名称はr金 剛頂経』自体に見出されるものではな く,校 訂

者の堀内氏が 『金剛頂経』に対するアーナソダガルパ著の註釈書 『金剛の出現』に従

って記したものである。この3つ の瞑想(三 昧)は,ア ーナンダガルバの時代あた り
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表1　 『金剛頂経』第1品(編)第1章 前半の内容

0.序 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　§.1～17
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こそうじょうしんがん
1.観 想主体の確立(五 相 成 身観)　　　　　　　　　　　　 §.17-2～33

2.金 剛界 マ ンダラの出現

　 2.1.十 六大菩薩 の出現

　　2.1.1.金 剛薩蓮　　　　　　　　　　　　　　　　　§.34～43

　　2.1.2.金 剛王菩薩　　　　　　　　　　　　　　　　　§.44～49

　　 2.1.3.金 剛愛菩薩　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 §.50～55

　　 2.1.4.金 剛喜菩薩　　　　　　　　　　　　　　　　　 §.56～61

　　 2.1.5.2.1.1.～4.の まとめ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　§.62

　　　　　 (中略)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 §.63～131
　 　 　 　 　 　 　 　 けん

　 　 2.1.19.金 剛 拳菩 薩 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 §.132～137

　 　 2.1.20.2.1.16.～2.1.19.の ま とめ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 §.138
　 　 　 　 　 　 　 　 は　らみつ

　 2.2.四 妃(四 波羅蜜)の 出現

　　 2.2.1.金 剛波羅蜜　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　 §.139～141

　　 2.2.2.金 剛宝波羅蜜　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 §.142～144

　　　　　　(中略)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 §.145～150

　　 2.2.5.2.2.1.～4.の まとめ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　§.151

　 2.3.八 供養女の出現

　　 2.3.1.内 の四供養女
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　き

　　　 2.3.1.1.金 剛嬉女　　　　　　　　　　　　　　　　 §.152～154
　 　 　 　 　 　 　 　 　 まん

　 　 　 2.3.1.2.金 剛 髪 女 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　§.155～157

　 　 　 　 　 　(中 略)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 §.158～163

　 　 　 2。3.1。5.2.3.1.1.～4.の ま とめ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 §.164

　 　 2.3.2.外 の 四供 養 女
　 　 　 　 　 　 　 　 　 こう

　　　 2.3.2.1.金 剛香女　　　 　　　　　　　　　　 　　　§.165～167
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　け

　 　 　 2.3.2.2.金 剛 華 女 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　§.168～170

　 　 　 　 　 　(中 略)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 §.171～176

　 　 　 2.3.2.5.2.3.2.1.～4.の ま とめ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 §.177

　 2.4.四 門 衛
　 　 　 　 　 　 　 　こう
　　 2。4.1.金 剛鉤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§.178～180
　 　 　 　 　 　 　 　さく
　　 2.4.2.金 剛索　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§。181～183

　　　　　　(中略)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 §.184～189

　　 2.4.5.2.4.1.～4.の まとめ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　§.190

3.金 剛 界マ ンダラ出現後の ヴァイ ローチ ャナ　 　　　 　　 §.191～195

(§印の右の数字は堀内本のテキス ト番号を示す。)

　 　 　 さんさんまい

から 「三三昧」 と呼ぽれて,仏 教タントリズム におけるマンダラ瞑想法のひとつの典

型を意味するようになった。 もっともこの三段階のプロセスを経ないマンダラ 瞑想法

も存在するが,後 世は金剛界マンダラ 以外のマンダラ の瞑想にもこの三段階の瞑想法

が適用されるようになった。

　 「三段階瞑想」の構造はそれほど複雑なものではない。ようするに,第 一段階にお
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いてマンダラ の中尊の瞑想すなわち精神的産出をなし,マンダラ の核を形成する。こ

の段階ではマンダラの全体的構造がおぼろげに瞑想されてはいるが,そ れはマンダラ

の中でかの中尊がどこに位置するのかを行者が知る程度にとどまる。第二段階ではマ

ンダラに登場する諸尊の瞑想が行なわれ,マンダラ の全体的枠組みの中にそれ らの諸

尊のすがたあるいはそれぞれの尊格のシンボル のかたちがそれぞれの位置に置かれる

のである。この段階が実質的なマンダラ 瞑想(観 想)で ある。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かつま

　第三段階ではマンダラ が出現 した直後の行者の行為(羯磨,カ ルマ)が問題 となる。

その行為は2つ の異なった方向を有 している。その二方向とは,第1に かの完成 した

マンダラが行者の心身の中へ と取 り込まれる方向であ り,第2に マンダラを自己に取

り込んだ行者が他者つまり他の衆生に対 して働きかける方向である。もっともこの第

三段階は 「三段階瞑想」の中では詳 しく取 り扱われていない。『金剛頂経』の 「金剛

界大マンダラ」の場合でも表1に 見られるように数節(§.191～195)が 割 りあてら

れているのみである。

　後期の仏教タン トリズムではタントラ的ヨーガを二過程(二 次第)に 分けるのが一

般的 となった。その二過程の内の最初はマンダラの瞑想つ まり精神的産出を行なう
　 　 　 　 　 　 　 しょうき

「生成の過程」(生起次第)と,そ れに続いて行なわれる精神生理学的なヨーガの修練

である 「完成の過程」(媛 次第)と である。後者の過程は,出 現させたマンダラ を行

者の心身に収めた後に行な うヨーガであ り,「三段階瞑想」の内の第三段階 と内容的

には重なるところがある。

　 「生成の過程」 と 「完成の過程」とは,後 に後期仏教タントリズムの瞑想法のもっ

とも代表的なものとなったが,「三段階瞑想」は しば しば 「生成の過程」の実質的内

容 となった。つま り,「三段階瞑想」があらゆる種類のマンダラ の 「生成の過程」の

内容 となったわけではないが,特 に金剛界系のマンダラ 瞑想の場合には「三段階瞑想」

が 「生成の過程」の内容となった。

　因みに 「生成の過程」と 「完成の過程」は始めから一組の実践形態と考えられてい

たのではな く,元 来は別々の実践方法であったものが後世,一 つにまとめられたもの

と考えられる。前者はマンダラを眼前に見ることのできるように精神的に産出するこ

とを目指 してお り,後 者はもっぱ ら身体の中を走 る脈管 の中の息(気)を 操作するヨー

ガに関わっている。 さらに,後 者の行法は前者 と無関係に実践されることもあ り,後

者の行法 システムの中でマンダラの精神的産出の完成が前提されているわけではない

からである。

　 ところで 『金剛頂経』の 「金剛界大マンダラ」において一応,三 段階による瞑想シ

324



立川　　金剛界マγダラの観想法

ステムの構造を認め ることは可能だ。 しか し,そ の内容,特 に第一の段階(§.

17-2～33)は,後 世の 「生成の過程」の実質的内容となった 「三段階瞑想」とかな り

異なる。後世の 「三段階瞑想」の第一段階ではマンダラ の中尊のイメージが図像学的

に明確な規定を伴って瞑想されるのであるが,r金 剛頂経』の場合にはマンダラ の中

尊の図像学的諸特徴はほとんど問題とならず,マンダラ の中心に位置する尊格が真に

マンダラの中尊としてふ さわしい資格を資えるに至るまでの過程が問題となってい

る。

　 さらにr金 剛頂経』の中の三段階による瞑想の第二段階 「金剛界マンダラ の出現」

における叙述の仕方も後世の 「三段階瞑想法」の第二段階 とはかな り異なる。 とい う

のは,前 者の叙述の仕方は個々の尊格に関する瞑想が主要な内容であ り,個 々の尊格

がマンダラ の全体的構造のどこに位置するかは少なくともその個々の尊格を瞑想する

場合にはほとんど問題になっていないのである。もっとも 『金剛頂経』「金剛界大マ

ンダラ」の章は,金 剛界マンダラ の諸尊の瞑想が終わった後で,短 い節を設けてマン

ダラを図絵に表現する場合にそれらの諸尊がマンダラ全体の中のどこに位置すべきか

を規定 している。 しか し,そ の規定はそれ以前の瞑想の説明と比較するならばほんの

わずかな叙述でしかない。 このことは 『金剛頂経』が絵図としてのマンダラ を説明し

ているのではな く,個 々の尊格の瞑想法を説明しているのであ り,さ らにその瞑想が

行なわれる際には今日われわれが見るマンダラ 絵図を頭の中に描いているのではない

ということを意味するように思われる。ならば,『 金剛頂経』に述べられる瞑想はど

のように行なわれたのであろうか。

4.瞑 想 の構造 としての三層

　 『金剛頂経』に述べられる金剛界マンダラ の瞑想は,異 なる3つ の位階あるいは層

の間を往来する心的エネルギーによって行なわれる。「三層」 とも呼ぶべ きそれ らの

3つ のステージの間を実践者の心が 「上下する」とともに実践者の心の動きに呼応 し

て「実践者が向かい合 う存在」つまり仏からの働きかけがあると考えることができる。

もちろんその仏からの働きかけ も実践者の心の動きであるとい うことは可能であろ

う。 しか しながら,後 ほど見るように瞑想のシステムを理解するためには一応,実 践

者からの仏への働きかけと仏から実践者への働きかけとい う方向の異なる二種の心作

用のヴェクトル(方 向を伴 うエネルギー量)を 区別することが必要 と思われる。

　注意すべきことは,『 金剛頂経』のテキス トにおいては 「実践者」あるいは 「瞑想
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者」というような概念は用いられていないことだ。『金剛頂経』は経典であるゆえに,

経典の有する文学性に基き瞑想の主体や瞑想の対象となるものすなわち仏は,「 ヴァ

イローチャナ」とか 「一切如来」 とい うような仏の名称によって語られる。基本的に

は,瞑 想の主体は 「ヴァイローチャナ」という金剛界マンダラ の中央に位置する仏の

名称によって語られ,瞑 想の対象の全体的構造は 「一切如来」 という名称によって語

られる。

　 「一切如来」(sarvatathagata)と い う語は 『金剛頂経』では複数形で用いられてお

り,「すべての仏(如 来)た ち」を意味する。だが少なくともr金 剛界マンダラ』「金

剛界大マンダラ の章」では一切如来のイメージに関する図像学的説明はない。サンス

クリット・テキス ト(§.8～12)に 見られるように一切如来が具体的なすがたを採

るのは,金 剛界マンダラ に登場する個々の尊格,例 えば十六大菩薩の誰かであった

り,四 妃の誰かとして現われる時である。十六大菩薩 とか四妃とかは,後 で見るよう

に,わ れわれが今問題にしている 「瞑想の構造 としての三層」の内の一層に属する。

他の二層は一切如来とヴァイローチ ャナである。金剛界マンダラ の瞑想の三層の内,

一切如来を第一層,十 六大菩薩,四 妃等の個々の尊格を第二層,ヴ ァイローチ ャナを

第三層と名づけよう。金剛界マンダラの瞑想はこの三層間の心的エネルギーの運動に

よって説明することができるように思われる。

　一切如来の性格とイメージについて再び考えてみよう。すでに述べたように,第 一

層としての一切如来は多数あるいは無数にいるのであ り,「金剛界の全体であ り」(堀

内本 §.8),十 六大菩薩等のひとりとしてのすがたを採る時以外は,ひ とりの尊格と

しての具体的なイメージはない。「人間のすがたを採 った仏が無数に並んでいる」と

い うイメージもないわけではないが,そ れが一切如来の主要なイメージではない。マ

ソダラ瞑想の実践者(行 者)の 経典における象徴的表現であるヴァイローチャナ自身

が一切如来の資格を得ることもある。とい うよりも,そ のことが仏の資格を得ること

であ り,マ ンダラ瞑想の最終的目的である。したがって,マンダラ 瞑想は,第 三層の

実践者が第一層の一切如来の資格を得るための実践であるといえよう。第二層はその

実践の過程である。つまり,第 三層が現状(因),第 二層が手段(道),そ して第一層

が目的(果)な のである。

　このようにして,金 剛界マンダラ の瞑想は一切の仏たちである 「一切如来」は,瞑

想の主体であるヴァイローチャナと十六大菩薩の個々の尊格の 「背後に」潜んでそれ

自身の固有のすがたを現 さない。 とい うよりも,一 切如来自身の固有のイメージは存

在 しない。 しいてい うならぽ,そ れらは 『金剛頂経』の序(§.8～12)に いわれる
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ように,「金剛界の全体」 とい うすがたであ り,個 々の尊格のすがたであ り,さ らに

実践者の象徴的表現であるとともに金剛界マンダラの中尊でもあるヴァィローチャナ

のすがたでもある。

　金剛界マンダラの瞑想ではヴァイローチャナが十六大菩薩,四 妃,八 供養女等のそ

れぞれの尊格を瞑想 し,そ れぞれのシンボル であるいはシンボル を持つ尊格を精神的

に生み出 して,し かるべき位置に置いてい く。その置く作業が完成したときに,マ ソ

ダラ瞑想とい うヨーガは完成する。一般にわれわれが見るマンダラ の絵図はこのよう

な 「完成 したヨーガ」によって作られたマンダラ のイメージを写したものである。12

世紀頃のアバヤーカラグプタ編 『完成せるヨーガの環』(ニ シュパ ソナ ・ヨーガ ・ア

ヴァリー)は 今述べた意味の 「完成せるヨーガ」によって見られたマンダラ26種 それ

ぞれの構成を述べたものである。もっとも 『完成せるヨーガの環』は絵図に描 くため

の一枚の概念図を述べているのみであって,マ ンダラを瞑想する密教的ヨーガのプロ

セスを述べているわけではない。『金剛頂経』は絵図としてのマンダラ に対するより

もマンダラ 瞑想のヨーガのプロセスに対 してより力点を置いている。

5.瞑 想主体 の確i立一金 剛界如来の成仏 一

　 『金剛頂経』の 「金剛界大マンダラ の章」は表1に 見られるように3部 分に分かれ

るのであるが,第1の 部分はヴァイローチャナが 「成仏」すなわち 「仏となって」そ

の後に続 くマンダラ 瞑想の主体 としての資格を得る過程を述べる。つま り,こ の部分

はシッダールタ太子が出家 して修行の後に仏となったという歴史的出来事を踏まえて

いるのである。

　 『金剛頂経』は一切如来がヴァイローチャナを囲んで天から人間たちの住む世界

(謄舗1)に 降 りた った ところか ら,い わゆる 「三段階瞑想」の第一段の叙述を始め

る(§.17)。 注 意 す べ き こ とは,高 橋 【1966:376】 が指 摘 す る よ うに,『 金 剛 頂 経 』 で

は 法 身(法 を 身 体 とす る仏)の 意 味 で 「マ ハ ー ヴ ァイ ロー チ ャナ」(大 毘 盧 遮 那)と

い う名 称 が用 い られ て い る こ と で あ る(§.7)。 因み に,法 身 た る マ ハ ー ヴ ァイ ロー

チ ャナは 一 切如 来 た ちの 心 臓 に 住 む といわ れ る(§.17)。

　 さ て,インド 大 陸 のか た ち を 思 い 出 させ る よ うな 逆 台形 の謄 部 洲 つ ま り人 間 た ち の

住 む世 界 に降 り立 った ヴ ァイ ローチ ャナ と一 切 如 来 は,シ ッダール タ太 子 の神 話 的表

現である2窃i鐡 銃菩薩が菩提道場に坐って難行をしているところに近づ く。そし

て,そ の難行を行なったからといって成仏できないと告げる。驚いた一切義成就菩薩
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は 「それではどのようにすればよいのか」 と一切如来たちに問 う。この間に対 して一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こそうじょうしんがん

切如来たちが一切義成就菩薩に与えた答えが従来 「五相 成 身観」と呼ぼれてきたも

のであ り,『金剛頂経』を代表する瞑想法の一つである。

　 ここは五相成身観を詳 しく述べるところではないので,そ の考察は省略したい。ま

た,五 相成身観は今われわれが問題としている金剛界マンダラの個々の尊格の瞑想 と

もほとんど関係がない。 この瞑想の要点は,一 切義成就菩薩が一切如来の身体を自ら

の身体 とす ることである。 そ して,一 切義成就菩薩は,金 剛界大菩薩 とな り

(§.29),こ の菩薩は金剛界如来とな り(§.30),さ らにこの如来は一切如来の位に

つ くのである(§.32)　 　　　 一

　金剛界如来と一切如来たちは次には須弥山の頂上にある金剛嘩危壁寮楼閣に移動し,

一切如来たちは自らの獅子座にあらゆる方向を向いて坐らせる(§ .32)マンダラ は

通常,須 弥山の頂上に建てられた宮殿に整然と居並ぶ仏たちを上から見下 したもので

ある。今の場合も須弥山の頂上にある宮殿あるいは楼閣の中で金剛界如来はマンダラ

の中尊として 「あらゆる方向を向いて」坐 り,こ の後,彼 の周囲にもろもろの仏や菩

薩が生まれ,そ の生まれた仏たちの配置図がマンダラ 絵図となるのである。

　 ヴァイローチャナはしぼ しば四面を有すると文献に述べられ,ま た実際に四面の彫

像や画像に表現されることが多いのであるが,こ の四面は先に述べた「あらゆる方向」

を意味している。「三段階瞑想」の第一段階にあたる 「瞑想主体の確立」のテキス ト

の内,最 後の節(§.33)は,金 剛界マンダラにおいて四仏(阿 閤,宝 生,世 自在王

すなわち阿弥陀,不 空成就,図1,2～5)が 一切如来の資格を得てヴァィ ローチャ

ナの四方に坐ると述べる。四仏の名称が記されるのは,『金剛頂経』のいわゆる 「三

段階瞑想」に関するテキス ト(§.1　7--2～195)の 中ではここのみであ り,第 二段階

では四仏それぞれは 「一切如来」の名で呼ぼれている。このことは瞑想の内容 と関係

があると思われるが,こ れについては後に考察することにしたい。

　 このように「三段階瞑想」の第一段階に相当する『金剛頂経』におけるテキス ト(§.

17-2～33)、では,中 尊ヴァイローチャナとその四方に坐る四仏,す なわち金剛界マン

ダラの主要 メンバーである 「五仏」の名称 とその位置が述べ られてお り,マ ンダラの

構図が意識 されていないわけではない。 しか し五仏それぞれの図像学的特徴は詳 しく

述べ られていない。すでに述べたように,後 世の 「三段階瞑想」の第一段階ではマン

ダラの中尊に対する瞑想(精 神的産出)が 問題 となるのであるが,『金剛頂経』では

マンダラの中尊が実践者の精神的産出の対象 となるのではない。
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6.十 六大菩薩の出現

　 今 やマンダラ の 中 尊 ヴ ァイ ロナ ーチ ャナ が 一 切 如 来 の 資 格 を 得 た 。 つ ま り,「 第 三

層 」 の ヴ ァイ ローチ ャナ は 「第 一 層 」 の一 切 如 来 の位 に つ い た の で あ る。 第二 段 階 瞑

想 に あ た る 「金 剛 界 マ ンダ ラの 出現 」 で は,「 第 三 層」 が 「第 一 層 」 の さ まざ まな特

性 を か た ち あ る もの と して産 み 出す の で あ る。

　 第 二 層 に 属す る も ろ もろ の尊 格 が 産 み 出 され るに あた って は,パ タ ー ンが 決 ま って

い る。 そ の パ ター ソは,十 六 大菩 薩(表1,2.1.),四 妃(表1,2.2.),八 供 養 女(表

1,2.3.),お よび 四 門 衛(表1,2.4.)の4種 に分 かれ る が,前 者 の2と 後 者 の2に

大 別 す る こ とが で きる。 す な わ ち,前 者 の2は 産 み 出 さ れた 尊 格 の 位置 が一 切 如 来 な

ど仏 の前 後 左 右 に よ って決 め られ た が,後 者 の2で は仏 た ち の並 ぶ 宮 殿(楼 閣)の 内

部 の位 置 に よって 尊格 の位 置 が 決 ま るの で あ る。

　 以 下,十 六 大 菩 薩 の 出 現 の節(§.34～138)に お け るそ れ ぞ れ の菩 薩 の瞑 想 の パ

タ ー ソを考 察 して み た い 。16の 菩 薩 の 内,第2の 金 剛 王菩 薩 の瞑 想(§.44～49)の

部分 を翻 訳 しなが ら瞑想 の パ タ ー ンを取 り出 してみ た い 。 第 一 の金 剛 菩 薩 の瞑 想 の部

分(§.34～43)を 取 りあ げ な か った の は,第 一 の 菩薩 の 場 合 に は パ タ ー ン とは 直 接

関 係 の な い部 分 が 多 く含 まれ て い る上 に,第3以 下 の菩 薩 の 瞑 想 の パ タ ー ソは 第2の

もの とほ とん ど同 じだ か らで あ る。

　 堀 内本 で は5節 であ るが,以 下9節 に分 け て考 察 してみ た い 。 そ の方 がか の 三 層 間

の心 的 エ ネ ル ギ ーの移 動 を よ り明確 に示 す こ とが で き る と思 った か らで あ る。

2.1.2.金 剛 王 菩 薩[す な わ ち不 空 王 大 菩 薩]の 出現

[1]　 さて尊 き者[ヴ ァイ ローチ ャナ,毘 慮 遮 那]は[以 前 の精 神 集 中に]続 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サマヤ　　さん ま　や　　　　　　　　　　　 サットヴァ　　　　　　　　さった

　 　　 て 「不 空 王 大 菩 薩 の誓 約(三 昧 耶)よ り生 じた 「衆 生 」(sattva,薩 」垂)へ

　　　 の加持(聖 なる力の付与)と いう金剛」 と名づけられた精神集中(竺 諜)に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こうちょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 プリダヤ

　　　入 り,「一切如来を召く(鉤 召す る)誓 約」 と名づけられた一切如来の心髄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プリダヤ

　　　 (根本真言)を 自分の心臓より出した。

　　　　 「金剛王よ。」

　ここではヴァイローチャナが,一 切如来を召 く,す なわち自らの瞑想の中に入らせ

ることを目的とした誓約を表明する。第三層のヴァイローチャナが第一層の一切如来

を自らの瞑想の世界に引き入れるという機能の具現である第二層の金剛王を出現させ

329



国立民族学博物館研究報告別冊　　18号

るのである。もっとも[1]に おいて金剛王菩薩はその名称が呼ばれただけであって,

そのかたちを顕わにしているわけではない。

　なお,「サ ットヴァ」(sattva)と は仏教では勇気あるいは勇気ある者,衆 生等を意

味する。後世の密教的瞑想では,実 践者自らが瞑想の対象 として思いえがくすがたの
　 　 　 　 サマヤロサ ットヴァ

尊格を 「誓約の存在」と呼び,そ のすがた似てお り,「誓約の存在」と一体となると
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サットヴァ　 　 　 　 　 　 　 　 ノユニャ　ナ　

考えられている 「智 の 存 在 」との2種 のサ ットヴァを想定する。このように 「サ

ットヴァ」 とい う語は実際の肉体を有する人間たち(衆 生)と 実際の人間ではない尊

格との両者を意味す る。いずれの場合もサ ットヴァには一種の人格が存す るので,

「サットヴァ」を場合によっては 「人格的存在」 と訳すことに したい。

　また 「加持」(adhisthana)と は,一 般的にいって,聖 性の位階のより上 のものか

ら 下のものへ 「聖なる」力を付与す ることをい う。例えぽ,師 が弟子に対 して加持

するのである。今の場合は,菩 薩が衆生に対 して行な うのである。

[2]　 こ[の 心 髄]が 発 せ られ るや 否 や,か の尊 き金 剛 手(ヴ ァジ ュ ラ ・パ ー 二)

　 　 は一 切 の 如 来 の もろ もろ の鉤 とな ってす がた を現 わ し,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さった

　金剛手菩薩は十六大菩薩の第一の金剛薩錘 と同一の尊格である。 この尊格は密教的

瞑想にあって基本的な役割を果す。というのは,実 践者はまず この尊格と一体 とな

り,次 にこの尊格が他の尊格に変客するという過程をたどるか らである。今の場合

も,一 切如来のもろもろの鉤 となるという具体的な行為は,瞑 想の行為の全体的統割

者であるヴァイローチャナが行なうのではなく,第 二層に属する金剛手が原初的な状

態ではあるが第二層に属する 「金剛王菩薩のシンボル形としての鉤」 となるとい う行

為を受け持つ。やがてこの鉤 というシンボル が金剛王菩薩となって,完 成された状態

で第二層に属することになる。

[3]　 [も ろ もろ の鉤 は]尊 き ヴ ァイ ロー チ ャナ の心 臓 に 入 り,ひ とつ に 凝 り固

　 　 って 巨大 な 金 剛鉤 の か た ち とな り,尊 き ヴ ァィ ローチ ャナ の手 に握 られ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しよ

　この段階において 「一切如来を召く」とい う第三層の誓約が金剛鉤(金 剛杵の付い

た鉤)と いう具体的なすがたを採 って第三層すなわち瞑想者の手の中に道具 として置

かれるのである。とい うことは,そ れがこの後で瞑想者の行為の中で用いられること

を意味する。一切如来を召くという行為の遂行が明確に意識され,そ の行為のための
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道具も明確なすがたを採 ったのである。

　注意すべきは,「 ひとつに凝 り固 って」 という表現である。 もろもろの小さな鉤を

ひとつの巨大な鉤へと作 りかえるのであるが,な ぜ 「凝 り固る」 とい う表現を用いた

のであろうか。「現われる」 とか 「～のかたちを思う」 という表現ではなく,ほ とん

どかたちのないものが物体としてのかたちを採 る過程を示唆するような 「凝 り固った

もの」(ghana)と い う語は瞑想の内容と深 く結びついていると思われる。この 「凝

り固ったもの」という語は十六大菩薩,四 妃等いずれの尊格の瞑想のテキストにおい

ても見 られる。というよりも,金 剛界マンダラの個 々の尊格に関する瞑想の実質的内

容は,実 に手に握ることができる程 リアルなまでに個々のシンボルあるいは道具のイ

メージを凝固させた状態へ と導 くことにある。

　 もちろんこれらすべては観想者の精神世界の中でのことであ り,観 想されたイメー

ジがあたかもエクトプラズマでできた物体のように物質的なかたちを採るというわけ

ではない。だが,日 常的にひとつのイメージを考えているのみでは「凝 り固ったもの」

が生れる可能性はほとんどない。今 日われわれは,『金剛頂経』等の伝統による金剛

界マンダラ の瞑想者がどのような精神生理学的状況のもとで行なわれているのかを明

確には知らない。その伝統が生 きているか否かさえも定かではないのである。

[4]　 それからその巨大な金剛鉤から一切世界にある微塵に等しい数の如来のす

　　 がたが現われ,一 切如来を召くなど,一 切仏の神通力によるもろもろの奇跡

　　 をなし,

　ここでは第二層に属するものとして具体的なすがたを現わした金剛鉤がその機能を

果 したのである。もっともその機能が果され るのは無数の仏たちつまり一切如来の力

によるのである。換言すれぽ,第 三層のシンボルの機能が果されるのは第一層の仏た

ちの力によるのである。

[5]　 [そして,そ れらの如来は]極 不空王(極 めて空 しくない王)で あ り,ヴ

　　 ァジュラサットヴァ(金 剛薩錘)の 精神集中が極めて堅固であるゆえに,ひ

　　 とつに凝 り固って不空王大菩薩の身体となって現われ,尊 きヴァィローチャ

　　 ナの心臓に住して,こ の偶頒を述べて讃歎 した。

　　　 ああ,実 にわたしは不空王であ り,金 剛[杵]よ り生れた鉤である。 とい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しっ　じ

　　　 うのは,一 切に満ちる仏たちは[衆 生それぞれの]完 成(悉 地)を 得させ
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るた め に[わ た しを]召 くか ら。

　この段階でそれまで鉤とい うシンボル のすがたを採 っていた十六大菩薩の内の第二

の菩薩金剛王は身体を伴 った不空王菩薩 としてそのすがたを現わすのである。[3]

では鉤がヴァイローチャナの手に握 られたが,[5]で はその鉤が身体を現わ した菩

薩 となってヴァイローチャナの心臓に住する。第二層に属する不空王菩薩は第三層の

ヴァイローチャナのの手に握 られ,次 に心臓に住する。

　 [4]に おいては明らかに 「一切如来を召く」と述べられているが,[5]で は仏

たちが召 く動作の主体として述べられているが,'サ ソスクリット・テキス トにおいて

その目的語が明示 されているわけではない。津田[1995:52】 の訳では召く動作の目的

が記されてはいないが,岩 本[1975:87】 の訳ではその 目的を 「余」つまり不空王菩薩

としている。今の場合は岩本氏の解釈に従った。[4]に 見られる 「一切如来を召く」

動作か ら[5]に 見られるもろもろの仏たちが召 く動作への変化はおそらく,第 二層

に属する不空王菩薩の 「成長」を語るものであろう。

[6]　 ついで不空王大菩薩の身体は尊き者[ヴ ァイローチャナ]の 心臓から降 り

　　 出て,一 切如来たちの右の月輪に止って以前[す なわち十六大菩薩の第一番

　　 目の場合と]同 様に教誠を請 うた。

　 こ こで注 意 す べ きは,「 一 切 如 来 た ち の右 」 とい う表 現 で あ る。 こ の 「右 」 が 図1,

11に見られるようにヴァイローチャナの東方に坐る耐謝如来の 「右」を意味 している

こ とは,後 の テ キ ス ト(§.205等)に よ って 明 らか で あ る。 この 「右 」 は ヴ ァイ ロー

チ ャナ に 向か って 坐 る阿 閾 の右 で あ っ て,ヴ ァイ ロ ーチ ャナか ら向 か って は 阿閾 の左

に な る。

　 す で に 見 た よ うに(§.33),阿 閾等 の 四 仏 が一 切 如 来 の 資 格 を 得 て 四 方 に 坐 っ て

い るの で は あ るが,こ の テキ ス ト[6]で は 「一 切 如 来 の右 」 と述 べ られ て い る のみ

で あ っ て,「 東 方 に 坐 る阿 閤 如 来 の 右 側 」 に と述 べ られ て い るわ け で は な い。 図絵 に

描 か れ る と きに は,東 方 の 阿 悶 如来 の 周 囲 に,十 六 大 菩 薩 の 中 の第 一 か ら第 四 ま で の

菩 薩 が 描 か れ る。 だ が 『金 剛 頂 経 』 の観 想 の叙 述(§.34～195)で は 第 一 の 金 剛 薩

錘(図1,10)の 場 合 は 「前 」(§.41),第 二 の金 剛 王菩 薩(不 空 王 菩 薩)(図1,11)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　あい
の場 合 は 「右 」(§.47),第 三 の金 剛愛 菩 薩(図1,12)の 場 合 は 「左 」(§.53),

お よび 第 四 の金 剛 善 菩 薩(図1,13)の 場 合 は 「後 」(§.59)と 述 べ られ て い る の
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みである。

　 「一切如来の右」等の表現は,「一切如来」が宇宙に遍満する無数の仏全員を意味

するのではなくて,マンダラ の中で特定の位置を有 し,限 定された空間を占める何 ら

かのイメージを有するものを意味すると考えられる。もちろん,そ れは四方に坐する

阿閾如来等であるが,重 要なことは[6]に 見られるように,阿 閾如来等の名称や位

置が明示されていないことである。このような叙述の仕方は,十 六大菩薩のみではな

く,金 剛界マンダラを構成する四妃,八 供養女等の場合も同様である。このことはマ

ンダラ瞑想の本質に関係することだと思われる。つま り,個 々の尊格,例 えぽ不空王

菩薩の瞑想においては,第 一層の一切如来の個々の特性を瞑想し,そ の特性を第二層

に属する尊格 として誕生させることに第三層は専念してお り,少 なくともそれらの尊

格を生み出す過程においてはマンダラ における位置関係はほとんど意識 されていない

のである。

　 ようす るに,[6]で は第二層の尊格が第一層の近 くにかたちを採ったまま並ぶの

である。このことは第三層の瞑想の主体の行為 として生 じた。ここでわれわれは三つ

の層が以前よりもより近い関係に置かれていることを知るのである。

[7]　 そこで尊き者[ヴ ァイローチャナ]は 「一切如来が[衆 生を]召 く誓約と

　　 いう金剛」 と名づけられる精神集中に入 り,「一切如来による召きの誓約」

　　 すなわち,余 すことなき衆生世界の一切の衆生を召き,一 切の幸福と満足を

　　 経験させるため,乃 至,一 切如来の集会に参加するとい う最高の完成を得さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こうちょう

　　 せるために,か の金剛鉤を金剛鉤 召菩薩に[十 六大菩薩の内の第一番 と]同

　　 様に[彼 の]両 手を授けた。

　金剛鉤召とは金剛王,不 空王の別名である。

　 この段階では第三層のヴァイ ローチャナによる第二層の尊格の職能,す なわち召 く

ことの確認が行なわれている。[7]に おいては一切如来が衆生を召 くとい うように,

一切如来から衆生へとい う行為の方向が明確になっている。[1]で は,一 切如来は

召 く対象であったが,瞑 想が進むにつれて一切如来が召きの主体となるという側面が

より明らかに示 されている。このように行為の主体が転換することを知ること自体が

瞑想の目的のひとつでもある。次のテキス ト[8]で は召きとい う第二層の尊格の職

能に焦点があてられる。そ して,そ の職能は,第 一層および第三層の行為そのもので

もある。
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　潅頂 とは水をふ りかけるという行為による聖別の儀式である。 この儀式によってそ

れまでにはなかった,あ るいは異なる資格が与えられる。テキス ト[8]に おいては,

第二層の尊格 として生れてきた不空王菩薩が召くこととい う自身の職能を果す資格の

ある菩薩 として聖別されたのである。

[9]　 すると,金 剛鉤召菩薩はかの金剛鉤によって一切如来たちを召きつつ,次

　　 の偶頬を述べて讃歎した。

　　　 これは一切の仏たちの最上の金剛智なのだ。 というのは,一 切の仏の目的

　　　 が成就するための最上の召きだから。

　ここでは資格を認められた金剛鉤召つまり金剛王菩薩が自らに授け られた一切如来

の力を讃歎するのである。

　以上によって十六大菩薩の第二の菩薩の精神的産出が終わ り,こ の菩薩はそのすが

たを保ったまま一切如来の 「近 くに」坐るのである。十六大菩薩4人 ずつの4グ ルー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しんこん
プは四仏それぞれの 「親近」 と呼ばれてきた。この後同じようなプロセスをたどり,

第四番目の菩薩が誕生すると,表1,2.1.5.に 示 した ようにまとめ(§.62)が 行な

われる。つまり,第 一番から第四番 までの菩薩それぞれの特性が短 く述べられてい

る。 この四菩薩が阿閾如来の親近であることは,§.62に 明示 されてはいないが,順

を追って瞑想する者にはその四菩薩が阿閾の周囲に坐る者たちであることは理解でき

たであろう。

　十六大菩薩の第五番から第八番までの位置に関してもテキス トは 「一切如来の前」

「右」「左」および 「後」と述べるのみであるが,こ れらは一切如来の具現である南方

の宝生如来の親近であることは明らかだ。このように して,十 六大菩薩の精神的産出

が終ると,次 に四妃,八 供養女等のそれぞれが 「凝 り固った」すがたを保ちながらマ

ソダラの定められた位置を占めるのである。 もっとも十六大菩薩の場合 と同様に,

『金剛頂経』は八供養女等の位置については 「阿閾如来のマンダラの左側」(金剛嬉女

の場合,§.153)と か,「 金剛摩尼宝頂楼閣の左側の偶」(金剛香女の場合,§.166)

とい うように,簡 単に触れるのみである。
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7.金 剛 界マンダラ 出現 後 の ヴ ァイ ローチ ャナ

　 「三段階瞑想」の第三段階では完成したマンダラ が瞑想者(行 者)の 心の中に収め

とられる過程およびその後,そ の瞑想者が他者に対 して行なう行為が述べられる。 し

かし 『金剛頂経』におけるいわゆる第三段階は,一 切如来がヴァイローチャナの心臓

に住すると述べているのみである。つまり,こ の段階では第三層のヴァイローチャナ

が第一層の一切如来を自らの中に完全に収めとった状態にあることが明らかにされて

いる。第一段階(§.18)に おいて,一 切義成就菩薩に対 して 「そのような難行を行

なっても,仏 となることはできない」 と告げた一切如来たちは,今 や自分たちの 「中

央に輝 く」(§.193)仏 となったヴァイ ローチャナに対 して 「一切如来 として」(§.

192～193)敬 礼するのである。

　ようするに,こ の第三の段階において第三層のヴァイローチャナは第一層の一切如

来となるのである。 このように,金 剛界マンダラ の瞑想は,瞑 想の主体あるいは行者

の象徴的表現である第三層のヴァイローチャナが,瞑 想という手段を通じて結果であ

る一切如来の資格を得る過程であるといえよう。　　　　　　　　　　　　　 '

8.む す び

　以上,金 剛界マンダラ の瞑想の過程をr金 剛頂経』第一章の 「金剛界大マンダラ 」

の節の中,十 六大菩薩の第二菩薩の瞑想法を中心に考察を進めてきた。『金剛頂経』

に述べられる金剛界マンダラの瞑想は,こ の第二菩薩金剛王(不 空王,金 剛鉤召)の

瞑想 とほとんど同じものを積み重ねて完成 していくものである。もちろんその積み重

ねはマンダラ 全体を意識 したものであ り,順 次に行なわれる瞑想の対象としてのもろ

もろの尊格の職能にも違いがあることは言 うまでもしない。 しかしなが ら,『金剛頂

経』の叙述に従 うかぎ り,金 剛界マンダラの瞑想は,後 世に見られるように眼前にマ

ンダラ絵図を置いてその絵図に示されたもろもろの尊格の配置関係を頭に描きながら

行なわれるとい うものでないことは明らかである。

　個 々の尊格の瞑想が積み重なってマンダラが完成 したとき,瞑 想者は自分自身が中

尊ヴァイローチャナそのものになったと感ずる。そ して,彼 は楼閣の中に他の仏たち

と坐っている自分を知るとともに,一 切の仏たちが 自分の身体を満たしていることを

知るのである,と い う。 しかし,そ の瞑想がどのような精神生理学的状況で行なわれ

ていたのが,あ るいは行なわれるべきかについて今 日われわれはあまりにわずかを知
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っているのみである。『金剛頂経』はマンダラ瞑想の説明の後に瞑想の結果として生

れるさまざまな超能力(悉 地)に ついて記 している。 したがって,瞑 想はそのような

力を結果 として生むようなものであったと推測できるのであるが,そ の実態について

は今後の研究に侯つしかない。

文　献

堀内寛仁

　　1973

岩本　裕

　　1975

高橋尚夫

　　1996

津田真一

　　1995

『梵蔵漢対照 ・初曾金剛頂経の研究 ・梵本校訂篇(上)』 密教文化研 究所。

『密教経 典』(『佛教聖典選』第7巻)讃 売新聞社 。

「真実摂 大乗現証大教王経 」(『新 国訳大蔵経 ・密教部』第7巻)大 蔵出版社。

『金剛頂経』東京美術。

336


